
オーストラリアの真珠王

佐藤虎次郎について

平成２９年６月１８日に深谷公民館
で行った「深谷上杉・郷土史研究会
第１６９回歴史講座」を基に、令和
４年１２月に一部修正しました。

田中 学



私は平成１９年（２００７年）、妻とオーストラリア観光に
行きました。すると、ケアンズ市の博物館には、アラフラ海
で真珠貝を採った南紀地方の若者と本庄市児玉町出身者の資
料がありました。

オーストラリア
ケアンズ市の博物館で



平成２１年（２００９年）に和歌山県に旅行したら、
アラフラ海で真珠貝を採った潜水夫の顕彰碑があり
ました



この顕彰碑はオーストラリア海域において真珠貝等の採取に従事
し、不幸にも亡くなられた串本町出身者等の御霊を慰めるとともに、
当海域における真珠貝産業の振興発展に寄与された先人達の偉業を
顕彰し、その功績を末永く後生に伝えるため建立するものである。
日本人は１８７８年から１９４１年まで、北部オーストラリアの

産業であった真珠貝、高瀬貝、ナマコの採取漁業に雇われ、島の
人々とともに活躍し、漁場の発見、漁法の改良を通して、この漁業
を基幹産業とする等地域の発展に貢献した。
この碑は、日本人移民渡航１００年を記念して木曜島に慰霊塔が

建立されたことを受け、当地から遙かオーストラリア海域を眺望で
きるこの地に串本町の補助金をうけ、串本町長を会長とした顕彰碑
建立発起人会を結成して建立したものである。

１９９８年９月吉日 顕彰碑建立発起人会

碑文



私は本庄市からオーストラリアに渡
り、南洋真珠貝の採取事業に成功し、
「木曜島のキング」とまで呼ばれた
佐藤虎次郎さんについて、勉強を始
めることにしました。

すると、真珠採取だけでなく、横浜
で新聞を発行したり、群馬県で国会議
員になったり、朝鮮に行ったりと、波瀾
万丈の人生だったので、詳しく調べる
ことにしました。 佐藤虎次郎



佐藤虎次郎氏の生い立ち

佐藤虎次郎（旧姓：茂木）は、元治元年（１８６４年）
６月１５日、武蔵国児玉郡太駄村（現：本庄市児玉町太駄）
の茂木太平の三男として生まれました。 【１歳】

茂木太平は、江戸時代には代々、太駄村の名主、明治維新
後は太駄村の戸長（今の村長）をしています。

虎次郎は小学校を卒業後、村内の塾に通い漢学を修め、
小学校の助教を勤め５円の棒給を得て教鞭をとったと言わ
れています。 【１５歳】



太駄村

本庄市

深谷市



生
家
の
動
画



最初に映った古い家は、現在は
納屋として使われているようです。
茂木家は、左側にあった新築の

家に住んでいます。

なお、虎次郎が生まれた当時の
生家は、もう少し低い場所にあり、
洪水を避けて現在地に移ったと言
われています。

おおだ はっとのがや

本庄市児玉町太駄の八殿谷と言
う集落にあります。



茂木虎次郎の青年期

明治１２年（１８７９年）、虎次郎が１６歳の時、渋沢栄
一の紹介により、原善三郎を頼って横浜に出て、生糸貿易で
成功した「亀屋」で丁稚として働きました。【１６歳】

武蔵国賀美郡渡瀬村
(埼玉県児玉郡神川町)
名主 原 善三郎

武蔵国榛沢郡血洗島村
(埼玉県深谷市)
名主 渋沢 栄一



明治１２年（１８７９年）当時、渋沢栄一は
３９歳で、「第一国立銀行頭取」「東京商法会
議所会頭」と、めざましい活躍をしていました。

第一国立銀行 東京商法会議所



明治１２年（１８７９年）当時、原善三郎は
５３歳で、生糸貿易で成功した「亀屋」を
経営する他、「第二国立銀行頭取」「神
奈川県議会議長」といった名士でした。

当時の第二国立銀行 当時の神奈川県庁



原善三郎の生まれた渡瀬村（現：神川町）と
茂木虎次郎の生まれた太駄村は山を境にした隣
村で、共に上総久留里藩の藩領でした。

渡瀬村

太駄村



虎次郎は向学心が高く、原
善三郎の生糸商「亀屋」で丁
稚として勤務に励みました。

また、商人の知識を研磨し、
商業の改良を図る「横浜研摩
会」と言う勉強会に参加しま
した。 本町通り〔彩色写真〕 明治20-30年代

（左：生糸検査所・町会所
右：横浜郵便電信局）



青年になるにつれて、虎次郎は海外
遊学の志を抱きました。

「横浜研摩会」は、神奈川県議や横浜
商法学校長などを招いて盛大な送別会
を開いてくれた。

明治１８年（１８８５年）渡米、虎
次郎はサンフランシスコに着いた。

【２２歳】

渡米当時の佐藤（茂木）虎次郎



アメリカでの茂木虎次郎

虎次郎は、木材の伐採労働から皿洗い
の雑用までこなして学費を稼ぎ、苦学の
時代を送った。 【２２歳】

そしてサンフランシスコのヘスティン
グ法律学校に学び、２年後にデトロイト
郊外のアナーバーにあるミシガン州立大
学法科に入学している。
【２４歳】



虎次郎は、アメリカのミシガン大学に
留学した時、野中の一軒家を格安で借り
受けて自炊し、勉強や演説活動をしてい
ました。
そこに、和歌山県の南方熊楠（博物学

者・民俗学者として著名）が同居し、読
書と植物採集を中心に活動しましたが、
南方熊楠はひとりぼっちで家にいる時、
吹雪の寒さには苦労したようです。

紀州の南方熊楠と交友

南方熊楠



佐藤虎次郎と南方熊楠は、
道明寺糒（ほしい）を食べ
ていました。

糯米(もちごめ)を蒸して日に
干したもの。道明寺で創始。
（道明寺は、大阪府藤井寺市にある真言宗御室派の尼寺）

水や熱湯を注いでやわらかくして食べ、軍糧あるいは旅
の携行食として重用された。
主に桜餅などの和菓子の材料とする。



南方熊楠は、和歌山県が生んだ博物学の巨星。
東京大学予備門中退後、19歳から約14年間、アメリカ、イギ

リスなどへ海外遊学。さまざまな言語の文献を使いこなし、国
内外で多くの論文を発表した。
研究の対象は、粘菌をはじめとした生物学のほか人文科学等

多方面にわたり、民俗学の分野では柳田国男と並ぶ重要な役割
を果たした。生涯、在野の学者に徹し、地域の自然保護にも力
を注いだエコロジストの先駆けとしても注目されている。

みなかた くまぐす

南方 熊楠 1867年4月15日～1941年12月29日

開発や廃仏毀釈で荒れ果てた熊野の森を守った



虎次郎は、勉強の傍ら、南方熊楠と共に、アメリカ留学
生仲間に手作りの回覧新聞「珍事評論」や自由民権運動の
「新日本」を発行していました。

明治２３年（１８９０年）卒業して学士号を得た。
虎次郎の卒業論文は「廃死刑論」で、学友の協力のもと

これを出版し、高い評価を得て、その報酬で帰国費用に充
てたと言われています。【２７歳】

南方熊楠とは、その後も親友を続けています。



虎次郎は、帰国後（明治２３年８月１５・１６日）に
太駄村や本庄町で開かれた「埼玉県政談大演説会」で、
粕屋（橋本）義三や伊藤仁太郎らと共に、自由党弁士と
して登壇している。【２７歳】

虎次郎は、最初は石川三四郎の親の下宿
に住んでいました。
石川三四郎は、山王堂村（現：本庄市）

出身の名主の子で、その後虎次郎や粕屋
（橋本）義三の家の門番で住み込んだ。
後に、社会運動家となり、田中正造と足

尾銅山鉱毒事件に取り組んだ。



虎次郎は、アメリカの留学仲間、粕屋
（橋本）義三と「自由新聞」に参画した。

【２７歳】

自由新聞は、明治時代に自由党が刊行し
た日刊の党機関紙です。
板垣退助らと路線対立があり廃刊した。

粕屋（橋本）義三は、入間市から埼玉県
会議員に当選し、衆議院議員に１０回当選
し、衆議院議長に就任した。

粕屋（橋本）義三



帰国後、虎次郎は東京で
土佐出身の代議士で初代衆
議院議長 中島信行の家に
出入りしていた。

そして、女権拡張運動家・
作家・教師である奥さんの

しょうえん

中島湘煙と出会った。

中島夫妻と交流

中島信行 中島湘煙



紀州の「佐藤おくの」と結婚

ひがしむろぐん

中島夫妻の紹介で、和歌山県東牟婁郡
高池町（現：古座川町）の山持ちで材木
商、「佐藤長右衛門」の娘「おくの」と
知り合い結婚した。 【２８歳】

佐藤家は、養子として紀州へ来てもら
うことを望み、虎次郎はこれを承諾して
高池町（現：古座川町）で新婚生活を始
めた。 古座川町



【余談１ 原家】
なお、この中島夫妻は、翌年に原善三郎

の孫娘（屋寿）の仲人もしています。

ここで婿になったのが原富太郎（三渓）
で、原商店（屋号：亀屋）・原合名会社を
発展させただけでなく、横浜市の生糸産業
を振興させ、更に、関東大震災で大打撃を
受けた横浜市の復興に尽力しました。
その後、三渓園を無料公開しています。

原善三郎

原富太郎（三渓）



【余談２ 原家】 １７歳になった青木富太郎（後に原）は
上京し、東京専門学校（現早稲田大学）で政治、経済を学び、
跡見女学校で教鞭をとりました。
ある日、富太郎が新橋駅のカフェに居たとき、前を通り過

ぎようとした女性の下駄の鼻緒が切れました。富太郎は手ぬ
ぐいを引き裂いて、彼女の下駄の鼻緒をすげ替えてあげまし
た。
彼女は跡見女学校の教え子で横浜の豪商・原善三郎の孫の

原屋寿だということが判り、二人の仲は深まっていく。
跡見女学校の跡見花蹊校長や同僚の中島湘煙の尽力により

縁談はまとまり、明治２４年中島信行・湘煙夫妻の媒酌によ
り、数えで２４歳と１８歳の二人は結婚する。富太郎は翌２
５年、原家の婿養子となり、原商店で店員見習いを始める。



【余談３ 原家】

横浜 三渓園

面積 １７５，０００㎡
（17.5ha） (418m四方)



【余談４ 原家】

神川町 天神山山荘

４月だけ限定公開



高池町（古座川町）の佐藤家

古座川町

高池町（現：古座川町）の材木商、
「佐藤長右衛門」は、和歌山県で有数
の資産家で、大阪や京都にも別荘を
持っていました。

佐藤家の収入源は、木炭でした。



古座川町

新宮市

那智勝浦町

太地町

田辺市

串本町

白浜町

上富田町

すさみ町

旧 高池村
和歌山県
南紀地方



旧 高池村

古座川町



•古座川町は２，７４９人、面積は２９４．５平方キロ

•高池地区は１，３１０人、町の中心部

•町の９６％が森林、良質な古座川材の産地

•町役場は、佐藤家の住居跡地



山間部では温暖かつ湿潤な気候のため、古来より良質の材木
を産しており古座川材と称された。この古座川材を古座川沿い
の村々が古座川に流し、これを下流の高池や西向、古座といっ
た場所で受け取り、下流の町が栄えることとなった。

江戸時代末期ごろの古座川流域は、材木材よりも備長炭の材
料としてのウバメ樫を使った上質な炭づくりが大変盛んに行わ
れており、江戸や上方の台所燃料として大変好評で、下流の高
池にある佐藤家がこれをほぼ独占供給していた。現在でいえば
東京ガスと大阪ガスの運営を一手に担うようなものであり、耕
地面積の少なさゆえに年貢米を納められず投獄される地主がい
るほどの貧しい地域にあっては異色の豊かさだった。



虎次郎は、結婚当初、高池町で熊
野辺小学校の教師をしていた。

明治２６年（１８９３年）、虎次
郎は外務大臣陸奥宗光の嘱託を受け
て、オーストラリアでの移民の実態
を調査し、オーストラリア進出を決
意しました。 【３０歳】



良いんです。 忖度はありませんでした。

外務大臣陸奥宗光の嘱託・・・なぜ？

仲人をしてくれた、土佐出身の代議士で初代衆議院議
長 中島信行の最初の妻：中島初穂（死亡）が、外務
大臣 陸奥宗光の妹だったのです。

そんなことで良いのか？



←木曜島

オーストラリア
ケアンズ



←木曜島



クイーンズランド洲サースデーアイランド（木曜島）に
和歌山県東牟婁郡高池町の青年たちを呼び寄せ、真珠採取
事業、船舶補修事業、商店経営など幅広く事業を行った。

特に、洋服の高級ボタンや工芸品に用いられる白蝶貝の
採取事業では、和歌山県出身の優秀な潜水夫の働きでその
実権を握り「木曜島のキング」と呼ばれ白人の同業者を圧
倒した。



真珠

本真珠

鮑玉（あわびだま、アワビの内部に形成される天然真珠）。

現在はアコヤガイの真珠。御木本幸吉が養殖に成功。

南洋真珠

白蝶貝（シロチョウガイ） から産する真珠。

主にオーストラリア、インドネシア、フィリピンで採取。



アラフラ海の真珠貝

白蝶貝 黒蝶貝 高瀬貝

ボタン穴の白蝶貝 ボタン穴の黒蝶貝 時々、南洋真珠が





木曜島の港

木曜島の慰霊碑は、トレス海峡において死亡された約７００名の
日本人の霊を慰め、彼等の功績を後世に伝えるために建立されたも
のです。日本人は１８７８年から１９４１年まで北部オーストラリ
アの基幹産業であった真珠貝、高瀬貝、ナマコの採取漁業に雇われ、
島の人々とともに活躍し、漁場の発見・漁法の改良を通して、この
漁業を発展させた。

墓地の慰霊碑（日本人来島100年記念）



当時の潜水服



天然真珠貝の採貝

真珠ダイバーの姿



天然真珠貝の採貝

採取した真珠貝と殻取り作業



採貝船は、パールラガー船と呼ばれ、１０～３０トンの小
規模なものでした。
海底を歩いて貝を採る潜水ダイバー（１～２名）、船上で

命綱を預かるテンダー（多くは船長を兼ねる）、機関士、水
夫、炊事係など、６～９人で構成される。
ダイバーは、毎日８～９回、１時間の潜水作業を行った。

パールラガー船



パールラガー船



潜水ダイバーのヘルメットと靴

白蝶貝は結構大きい

手押しポンプの例



潜水夫は死と隣り合わせの危険な仕事にも関わらず、
明治３０年（１８９７年）頃は島の人口の三割が日本人
だった。

貝を採るダイバーは、当時小学校教員の年収が100～
130円、農民の賃金が15～20円の時代に、約1200円、命綱
を預かるテンダーという職の人でも350円の収入があった
と言われ、かなりの高賃金だったのです。

明治時代の１円は、現在の２万円に相当します。



海底 １０～３０メートル

送風ホース

連絡用ロープ

潜水服は、陸上では
１００キログラム。

水中では浮力があっ
ても４０キログラム



船上のクルーはこの信号に全身全霊の注意を注ぐが、それでも事故は
多発する。こうして多くのダイバーが深海で命を落とした。

潜水ダイバーとテンダー（船上の補助夫）は、１本のロープで連絡し
ていた。ロープ信号には２１通りの意味があった。

揺らしながら1回引く「獲物袋をあげろ」
揺らしながら2回引く「危険」
揺らしながら3回引く「ホースをあげろ」
揺らしながら4回引く「砂山がある」
揺らしながら5回引く「帆を半分に」
揺らしながら6回引く「スクリュー停止」
揺らしながら7回引く「船を左に」
揺らしながら8回引く「船が遅すぎる」
揺らしながら9回引く「旋回しろ」
2引き、揺らし、2引き「船の右に行く」
3引き、揺らし、3引き「船の左に行く」

1回ロープを引く「上昇したい」
2回引く「空気が足りない」
3回引く「ホースがたるんでいる」
4回引く「ブイを浮かせ」
5回引く「帆を下げろ」
6回引く「スクリューを回せ」
7回引く「船を右に」
8回引く「船が速すぎる」
9回引く「貝多し」
10回引く「潮の流れが変わった」



潜水病

深い海に潜り、急浮上すると、体内に溶解している気体の
溶解度が減少します。その結果窒素ガスなどの気体の体積
が増加し、組織が圧迫され、血液の流れが悪くなります。
この状態を、潜水病（減圧症・潜函病）といいます。

水中では、１０ｍ深くなると１気圧上昇します。
潜水後、浮上の数時間以内に手足の関節部の痛み、息が詰
まる、体が動かないなどの症状で苦しみ、死に至ります。



オーストラリア アラフラ海 木曜島で １８９４年頃

「ジャパニーズ・スポーツ・カーニバル」



虎次郎は数十隻の採貝船を保有し、多数の従業員を雇っ
て、年間十万円以上を稼いでいた。（現在の２億円相当）

しかし日本人が成功すると、僻みや妬みが出てきて、白
人業者はクィーンズランド州政府に圧迫を働きかけます。

日清戦争後、黄禍論が盛んになり、オーストラリア政府
の白豪主義により、日本人事業家に対する圧力が強くなり、
虎次郎は何度も明治政府やクィーンズランド州政府に働き
かけたが、移民制限法が制定された。 【３７歳】

虎次郎は、やむなく明治３３年に店を閉めて帰国した。
更に、帰国途中に妻おくのも病気で亡くなりました。



ケアンズ博物館から写真を
送ってもらいました



ケアンズ博物館は、平成２９年に新築改装中でした

平成２９年５月２７日写真入手
平成２９年６月に再び開館予定



この３枚の写真と、２９頁の文書コピーで、
３５．８豪ドル（３，０２４円）＋海外送金
手数料（７５０円）で、４千円近い出費（涙）

木曜島の
日本人クラブ

木曜島の日本人の踊り
日本人ダイバーの仮装



ＪＡＰＡＮＥＳＥ ＶＩＳＩＯＮ ＡＮＤ ＮＯＲＴＨＥＲＮ
ＡＵＳＴＲＡＬＩＡ
（日本人の夢と北部オーストラリア）



ＲＥＭＡＩＮＳ ＯＦ ＪＡＰＡＮＥＳＥ ＳＴＲＡ
ＩＴ ＬＡＮＤＳ （トレス海峡諸島の日本人遺跡）
（キヨハラ シュウジ）



白豪主義とは、オーストラリアにおける白人最優
先主義と、それに基づく非白人への排除政策です。

狭義では明治３４年（１９０１年）の移住制限法
制定から昭和４８年（１９７３年）移民法で解除さ
れるまでの政策方針を指す。

広義では、先住民族アボリジニやメラネシア系先
住民への迫害や隔離など、オーストラリアにおける
人種差別主義の歴史全般を指す。



また、クイーンズランドでは、当初日本人を入
植させ、真珠貝採取や砂糖農園における技術系労
働者が流入した。1898年には就労していた日本人
は3274人に上った。

しかし外国人労働者への排斥運動のあおりを受
けて、日本の移住希望者にも「ヨーロッパ言語に
よる書き取りテスト」を課して実質的に流入を阻
むようになっていった。



虎次郎は明治３４年に横浜へ帰った。
【３８歳】

南方熊楠の紹介で「中国革命の父」孫文
と二度にわたり会談し、時事を論じている。

虎次郎は横浜経済界で演説を行っている。
また「太平洋策」や「対外政策」等の著

作で、海外雄飛の持論を展開している。 孫文



虎次郎は、原富太郎などの後援で、「横浜新報」を創立しま

した。 【３９歳】
新聞社は競争相手の「横浜貿易新聞」と合併し、現在は朝日

新聞系列の地方紙「神奈川新聞」となり、「テレビ神奈川」も
支配下にあります。

明治３５年（1902年） 虎次郎が「横浜新報」を創立
明治３７年（1904年） 対立する横浜貿易新聞を合併
明治３９年（1906年） 横浜貿易新報と改題
昭和１７年（1942年） 神奈川新聞と改題
平成１３年（2001年） テレビ神奈川の経営権を取得



政界へ進出 群馬県から衆議院議員選挙に出馬する。

郷里の埼玉や経済基盤の横浜ではなく、
群馬県から出馬した背景には、原富太郎
（三渓）が「原富岡製糸所」や「渡瀬工
場」を経営して群馬県の養蚕産業を支配
していたこと、群馬県下の地主層に影響
力があったことなどによる。

明治３６年（第８期）、３７年（第９
期）、４１年（第１０期）と連続当選し、
計９年間、最終的には立憲政友会に属し
て活動している。 【４０～４９歳】



富岡製糸場の変遷

明治 ５年（１８７２年） 官立製糸場として操業開始
明治 ９年（１８７６年） 日本人だけで操業
明治２６年（１８９３年） 三井家に払い下げ
明治３５年（１９０２年） 原合名会社に譲渡
昭和１３年（１９３８年） 株式会社富岡製糸所として独立
昭和１４年（１９３９年） 片倉製糸紡績株式会社に合併
昭和６２年（１９８７年） 操業を停止
平成１７年（２００５年） 富岡市に寄贈
平成２６年（２０１４年） 世界遺産に登録、国宝指定



富岡製糸場

原富岡製糸場の商標



衆議院議員 佐藤虎次郎

第8回衆議院議員選挙 1903年03月01日投票 総理は桂太郎

群馬県郡部区 【定数： 6 / 立候補者： 8 】

佐藤 虎次郎 【党派】中正倶楽部 2,220票

第9回衆議院議員選挙 1904年03月01日投票 総理は桂太郎

群馬県郡部区 【定数： 6 / 立候補者： 9 】

佐藤 虎次郎 【党派】甲辰倶楽部 1,657票

第10回衆議院議員選挙 1908年05月15日投票 総理は西園寺公望

群馬県郡部区 【定数： 6 / 立候補者： 7 】

佐藤 虎次郎 【党派】立憲政友会 2,969票



１９０３年（明治３６年）第８回衆議院議員選挙当時の群
馬県の選挙区は、前橋市１人、高崎市１人、郡部６人だっ
た。

選挙権は直接国税１０円以上の納税者。

有権者数は全国で約９８万人で、人口の２．２％だった。

１９０８年（明治４１年）第１０回衆議院議員選挙では、日
露戦争の戦費調達のために行われた増税で、結果として
有権者数が前回総選挙時と比べて2倍以上に増加された。



第８回衆議院議員選挙 1902年12月28日公示 1903年03月01日投票

有権者数 ： 958,322人 投票者数 ： 825,826人 投票率 ： 86.17％

群馬県郡部区 【定数： ６／立候補者： ８】 【４０歳】
得票数 名前 党派・会派等 備考

当選 ２４７７ 日向輝武 立憲政友会

当選 ２３４０ 中島祐八 憲政本党

当選 ２２６３ 木暮武太夫 立憲政友会

当選 ２２２０ 佐藤虎次郎 中正倶楽部

当選 ２０４８ 久米民之助

当選 ２０２４ 高橋庄之助 立憲政友会

１９６７ 須藤嘉吉

－ その他 ※得票計５５票



第９回衆議院議員選挙 1903年12月12日公示 1904年03月01日投票

有権者数 ： 762,445人 投票者数 ： 656,128人 投票率 ： 86.06％

群馬県郡部区 【定数： ６／立候補者： ９】 【４１歳】
得票数 名前 党派・会派等 備考

当選 ２５６２ 須藤嘉吉

当選 １８０７ 木暮武太夫 立憲政友会

当選 １６４７ 佐藤虎次郎 甲辰倶楽部

当選 １４０８ 日向輝武 無名倶楽部

当選 １３７６ 星野長太郎 甲辰倶楽部

当選 １３３３ 武藤金吉

１２９１ 中島祐八 憲政

７９１ 高橋庄之助

－ その他 ※得票計７６票



第１０回衆議院議員選挙 1908年04月10日公示 1908年05月15日投票

有権者数：1,590,045人 投票者数：1,356,179人 投票率：85.29％

群馬県郡部区 【定数： ６／立候補者： ７】 【４５歳】

得票数 名前 党派・会派等 備考

当選 ６２６０ 細野次郎

当選 ４３７６ 武藤金吉 立憲政友会

当選 ３８１４ 須藤嘉吉 大同倶楽部

当選 ３３２０ 根岸〓太郎 立憲政友会 〓はヤマヘンに君

当選 ２９６９ 佐藤虎次郎 立憲政友会

当選 ２７１３ 日向輝武 立憲政友会

－ その他 ※得票計１４４８票



虎次郎は、中正倶楽部、甲辰倶楽部に所属し、第１次桂
内閣を支持して日露戦争に関わる諸法案を支持した。
最後は立憲政友会に所属したが、立憲政友会は戦前の

帝国議会において日本最初の本格的政党政治を行った政党。

当時の有権者は、２５歳以上の男子、直接国税１０円
以上の納税者で、人口の２．２％だった。
明治４１年の有権者数は１５９万人でした。
人口が２．５倍になっているので、推定２５０万人。
令和３年の所得税統計では、所得１千万円以上の男が

２０３万人なので、現在では年収１千万円以上の男が、
当時の有権者と推計されます。



虎次郎は、明治４３年（１９１０年）日糖疑獄に連座し
て、議員を失職した。 【４７歳】

【日糖疑獄】
日本精糖は渋沢栄一が明治２９年（１８９６年）に社長

として設立した製糖会社です。
明治３５年（１９０２年）、『輸入原料砂糖戻税』によ

る輸入規制を５年から１１年に延長させるため、後の大日
本製糖取締役らが帝国議会議員らを贈賄その他で買収した。

有力衆議院議員２０名が失職し、佐藤虎次郎は、控訴し
て無罪となった。



群馬県では、支持基盤が地主や養蚕関係者だけだったの
で、有権者数の増加により、当選の目処が立たなくなってき
た。

その後、明治４５年５月の第１１回衆議院議員選挙で、神奈
川県の横浜選挙区（定数２）から立候補したが、落選した。

親友の粕屋（橋本）義三が衆議院議長にまでなったのに
対して、虎次郎は大臣にもなれず、中堅議員の域を脱する
ことができなかった。



原富太郎（三渓）は、佐藤虎次郎
に朝鮮で農場経営をさせようと、大
正元年、京城郊外に農地１３万坪を
購入しました。

そして、大正３年に原合名会社を
母体に「原拓殖部」を京城府（ソウ
ル）に設け、周辺も含む１５万坪を
所有して、農地、果樹の経営に着手
した。 【５１歳】

大正７年には、朝鮮農林株式会社を創立し、虎次郎は取
締役として経営に当たった。 【５５歳】



虎次郎は、朝鮮での教育などにも携わっている。

大正８年、私立芝山学校長に就任した。【５６歳】
大正１０年には京城都市計画研究会を起こし、常務理事

となった。【５８歳】
大正１３年、「内鮮融和」の名の下に、日本人と朝鮮人

の融和を図る同民会を起こして常務理事になり、後に副会
長に就任した。【６１歳】
大正１５年には、芝山普通学校長となった。【６３歳】



虎次郎は京城（ソウル）に住んでいま
したが、大正１５年４月、故李王殿下弔
問の帰途、金虎門前で凶徒に朝鮮総督の
海軍大将斎藤実と間違われて襲撃されま
した。 【６３歳】

虎次郎は腹部・胸部・指先を洋刀で刺
され負傷し、この時の傷に病原菌が侵入
したため、次第に体調を崩して、昭和３
年（１９２８年）９月６日に京城（ソウ
ル）の京城帝国大学付属病院で死去しま
した。 【６５歳】

享年６５歳でした。



虎次郎の墓地は、
東京都町田市の
多摩霊園にあり
ます。



佐藤虎次郎は、その全生涯を通じ、絶えず海外発展を
意識し、またそれを実践してきました。

特に和歌山県のオーストラリア移民に関しては、恩人
とも言える人物だったのです。

埼玉県に生まれ、渋沢栄一の紹介で、埼玉出身の原善
三郎の横浜の店に勤め、和歌山県の若者とオーストラリ
アで活躍し、原富太郎（三渓）の支援で横浜の新聞発行、
群馬県の国会議員、朝鮮での農場経営や教育振興に努め
ました。



この講演資料は、先達の上尾市の清水昭氏のご協力に
より、貴重な著作や資料をコピーしていただきましたが、
浅学非才の為、この資料を生かし切っていない事をお詫
び申し上げます。
また、本庄市教育委員会の野口泰宜氏資料や横浜開港

資料館、日本女子大学教授だった吉良芳恵氏の資料を参
照いたしました。
また、インターネットで色々と調査して作成しました。

写真提供：横浜開港資料館、他



関係書籍・参照資料・ホームページ

「木曜島の夜会」司馬遼太郎

「南方熊楠外伝」笠井清

横浜海港資料室 「佐藤虎次郎文書目録」

「紀の国の先人たち」和歌山県ホームページ

和歌山市民図書館 移民資料室

『歴史が眠る多磨霊園』編集者 小村大樹

『南方熊楠を知る事典』

木曜島へ真珠を採るためにやってきた日本人たち

探検コム オーストラリア「木曜島」へ行く



オーストラリアの真珠王 佐藤虎次郎について

初回：深谷上杉・郷土史研究会 １６９回歴史講座
平成２９年６月１８日 深谷公民館

深谷上杉・郷土史研究会 理事 田中 学

ご静聴に感謝申し上げます



137［写真］茂木(もてぎ)虎次郎
元治元年６月15日(1864年７月18日)～1928年(昭和3年9月6日) 佐藤愛輔家 (横浜開港資料館保管)

武蔵国児玉郡太駄町（埼玉県児玉町）の出身。郷里出身の商人、原善三郎を頼って横浜へ出、商人の知識を磨くことを目的と
して結成された「横浜研磨会」に参加しました。一八八四年（明治一七）八月渡米し、ミシガン大学に入学、法学士号を取得
して一八九〇年（明治二三）六～七月ころに帰国します。ミシガン大学在学中に南方(みなかた)熊楠(くまぐす)らと親交を結
び、熊楠から「留学七年中に、日本人として語るべきものはこのもののみ」と評価された人物で、熊楠らが発行した回覧新聞
「大日本」の「持主」ともなっています。帰国後は自由党系の演説会に弁士として顔を見せ、また社会主義者となる石川三四
郎に多大な影響を与えた人物としても知られます。石川は茂(もて)木(ぎ)を、「最も極端なる財産平均論者」だったと述べて
います。
138［複写］茂木虎次郎の渡米送別会 「東京横浜毎日新聞」1884年(明治17)８月15日
復刻版『東京横浜毎日新聞』より。横浜商人の知識研磨のために設立された「横浜研磨会」は、渡航直前の八月一三日に、送
別会を開きました。参加者は三〇名余りでしたが、県会議員の来栖壮兵衛や早川覚兵衛、横浜商法学校長の三沢進も出席して
いました。
139［複写］茂木虎次郎が参加した横浜研磨会についての報道 「東京横浜毎日新聞」18
84年(明治17)６月17日
復刻版『東京横浜毎日新聞』より。横浜商人の知識研磨のために設立された「横浜研磨会」についての報道です。茂木はこの
会員となっていました。
140［写真］茂木(佐藤)虎次郎 帰国後の撮影 佐藤愛輔家(横浜開講資料館保管)
茂木は帰国後、「自由新聞」の発行人を引き受けますが、和歌山県東牟婁郡の佐藤家に養子に入り、再び留学し、またオース
トラリアの真珠採取業者として知られるようにもなります。また明治三〇年代には、「横浜毎夕新聞」（後の「横浜新報」）
の経営を引き受け、衆議院議員にも当選します。晩年は朝鮮侵略の先兵的な役割を担います。
141佐藤虎次郎の死を報じる「同民」 ｢同民」四九号(1928年10月１日刊)
佐藤愛輔家(横浜開港資料館保管)
佐藤（旧姓茂(もて)木(ぎ)）は大正期に、朝鮮農林株式会社を設立して土地の買い占めをはかり、また「内鮮融和」の名の下
に「同民会」を組織し、植民地支配の最前線にたちます。一九二六年（大正一五）、宗学先の襲撃を受け、その傷がもとで亡
くなります。朝鮮総督斉藤実にまちがわれての襲撃とも伝えられています。


